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（仮称）野村スポーツゾーン整備基本構想（案）に係る 

地元説明会の実施結果について 
 

１．対象学区と実施時期：笠縫学区 平成２５年６月２８日（金） 

大路区  平成２５年７月１９日（金） 

山田学区 平成２５年７月２９日（月） 

２．意見総数：１８件 

３．意見の概要 

意見の要旨 市の対応 

●公園の整備方針について 

①現在の計画は、今の機能をグレードアップ

しただけである。新しい視点で A～D 案以

外に意見は出なかったのか。 

・検討委員会ではニュースポーツを含め、たく

さんの意見が出ました。それらの意見を踏ま

え、市民の皆さまのニーズに応えられる公園

として整備できるよう、今後の整備計画の中

で検討したいと考えています。 

②市民本位、市民が親しみやすいスポーツの

提供やこれからの高齢化社会に合った利

用・運営形態を考えなくてはならない。 

・市民の皆さまにとって親しみやすく、年齢を

問わず利用しやすい施設となるよう、今後の

整備計画の中で検討したいと考えています。 

●グラウンドについて 

①J リーグを誘致する計画もあると聞いてい

るが、グラウンドには観客席がなく、集客

できる施設になっていないのではないか。 

・この構想としては、野村スポーツゾーン内に

Jリーグを誘致することは考えておりません。

グラウンドについては、市民のスポーツ活動

環境を確保することを主な目的として考えて

おります。 

②屋外施設へのプロスポーツの誘致を行う

と、一般市民との共存はできないのではな

いか。気軽に利用してもらうには、フリー

ゾーンや緑の配置も必要ではないか。 

・この構想としては、屋外施設にプロスポーツ

を誘致することは考えておりません。集客拠

点としてプロスポーツの誘致を検討している

のは、「新体育館」であり、グラウンド等につ

いては、市民のスポーツ活動環境を確保する

ことを主な目的として整備する検討をしてい

ます。また、市民の皆さまが気軽に利用でき

る癒しの空間や子どもの遊び場等の整備も検

討しております。 

③毎年開催している地域の運動会はどのよ

うになるのか。 

・グラウンドで実施していただけるよう検討し

てまいります。 
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意見の要旨 市の対応 

④工事期間中のグラウンドの使用はどのよ

うになるのか。 

・工事期間中は全面閉鎖するのではなく、段階

的に整備を行い、部分的に利用できるように

したいと考えています。工事の都合で閉鎖す

る可能性もありますが、今後の整備計画の中

で具体的に検討したいと考えています。 

●周辺の交通について 

①少し離れた地域も含めた交通計画も検討

する必要があるのではないか。 

・野村スポーツゾーン周辺の交通計画について

は、今後の整備計画の中で、関係機関と十分

協議して進めたいと考えています。 

②イベントを開催した場合、歩行者の信号だ

まりができることが予想されるが、大きな

歩道橋を整備するか、地下化するなど、歩

行者対策を検討しているのか。イナズマロ

ック時の人の動線を参考に対策を検討し

てほしい。 

・中心市街地活性化基本計画では、「歩いて楽し

い回遊性の高いまち」を目指しています。そ

の活性化拠点のひとつとして、野村スポーツ

ゾーンが位置付けられています。今後の整備

計画の中で、関係機関と十分協議して進めた

いと考えています。 

③県道から図書館側へ右折する場合、かなり

混んでいるため、対応を検討してほしい。 

 

・今後の整備計画の中で、あらゆる条件を踏ま

え、エントランスを検討する予定であり、エ

ントランスを複数整備することで、交通量を

分散させる工夫をしたいと考えています。 

 

④野村スポーツゾーンへのプロスポーツ誘

致や民間活用用地の開発が検討されると、

さらに交通渋滞が懸念されるため、交通の

ことは十分に検討してほしい。 

・周辺道路の渋滞については、地域の皆さまに

はたいへん御迷惑をおかけしておりますが、

今後の整備計画の中で、関係機関と十分協議

して進めたいと考えています。 

●管理運営について 

①管理運営はどのようにするのか。 

・現在の社会体育施設は、指定管理者制度にて

管理していますが、今後の整備計画の中で、

様々な管理運営の手法について研究し、より

適切で効率のよい手法を選択する必要がある

と考えています。また、休日はイベント等で

の利用が考えられますが、平日の稼働率を上

げるための工夫が必要であると考えていま

す。 
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意見の要旨 市の対応 

●整備スケジュールについて 

①新体育館を先行して整備し、現体育館の解

体や草津川跡地の堤体除去は新体育館の

整備後でよいか。 

・市民のスポーツ活動環境を工事期間中も維持

するために、新体育館の整備を先行して行い、

その後、旧体育館の解体を実施する予定で、

草津川跡地の堤体除去及び道路の付け替え

を、平成 30 年度までに行う予定です。 

●財政について 

①A～D案は、財政的な評価として D案となっ

たのか。 

・D 案を選定した理由は、財政面だけでなく、

都市公園の整備条件である運動施設率や建蔽

率、また、周辺環境への影響等の評価から総

合的に判断しました。 

②野村町財産区の土地を買収しないのはな

ぜか。 

・土地の買収には膨大な費用を要するため、現

時点では難しいと考えています。 

 

③原価償却や借金の償還の計画から使用料

を想定しているのか。借金を償還していく

ためには、プロスポーツも必要ではない

か。 

・使用料については、プロスポーツの利用も想

定しますが、市内のスポーツ施設の使用料と

のバランスなども踏まえ、市民の皆さまが利

用しやすい料金設定に努めたいと考えていま

す。 

④平成３０年度までの整備費用である５５

億円の補助金確保の目処はたっているの

か。 

・平成 27 年度から国の補助金をいただけるよ

う、県と調整中です。 

●その他 

①７～８年前に整備した草津川跡地堤防の

ふれあい広場はどうなるのか。 

・草津川跡地の着手は早くても平成２８年度以

降ですので、それまでは御利用いただけます。

その後、ふれあい広場の機能を野村スポーツ

ゾーンや草津川跡地利用の計画の中で、確保

させていただきたいと考えています。 

②今後、計画の進捗や設計の段階で、説明会

を開催してほしい。 

・よりよい整備に向けて、地域の皆さまや市民

の皆さまの御理解が必要ですので、今後も整

備計画を進める中で、必要に応じて地元説明

会などを実施させていただく予定です。 

 


